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幼小中連携が「根っこ」と「土台」の袋井中学校の授業 
袋井西小学校の小松沙矢香先生と袋井東小学校

の伊藤隼人先生が、袋井中学校１日異校種体験を

行いました。 
 

小松先生 
どの学年も落ち着いて学習に取り組めていると感じ

ました。単元全体の計画やつけたい力を子どもに分か

るように振り返りシート等が用意されていて、子供自身

がゴールを見据えて１時間１時間学習を進められるよ

うになっていると思いました。小学校１年生、３年生で担

任した子供と再会し、大きく成長した姿を見ることがで

きたのもとてもうれしかったです。 

 

 

 

 



伊藤先生 
袋井中学校には、北小、西小、東小、今井小から

集まるため、どこまでできるかと言うことがはっきりして

いないと、中学校のスタートで先生方や子供たちが困

ってしまうと思うので、学園内での連携が重要である

ことを再確認しました。また、どの授業でも友達同士

の教え合いや、グループ活動を行っており、子供同

士のコミュニケーションも大切にしているのだと感じま

した。その場面で、どの生徒も参加できているのは

日々の学級経営やその都度のボイスシャワーの影響

だと思うので、自分も実践してきたいです。最後に、

廊下で会う生徒たちがみんな元気にあいさつをしてく

れたことをうれしく思いました。 

  


